
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 

 

　　 

自らの人生を舵取りすることのできる民主的で持続可能な社会の創り手の育成  
かじ

－「『好き』を育み、『得意』を伸ばす」に向かう教育課程の充実・改善 ❶－ 
 

【興味・関心が広がる教材・学習方法の選択の促進】 

◆　「確かな知識」の習得を重視しつつ、各教科等の学び 

　を通じて自分の世界を広げていくことは、自らの「好き」 

（興味・関心）や「得意」を見いだしていく上で重要な 

基盤となる。また、見いだした「好き」を育み、「得意」 

を伸ばすためにも、多様な子供たち一人一人が主体性を 

発揮し、学べるようにする工夫が必要である。 

 

◆　具体的には、下記のような改善の方向性を示してきた。 
 

●　学習の自己調整やその際に必要となる学習方略の指導等を重視すること。 

●　単元ベースでの授業設計により、自分のペースで学べる割合を増やすこと。 

●　デジタル学習基盤の活用により、「興味・関心が広がる教材・学習方法の選択の促進」を推進

すること。 

●　学校での学習の自己調整や学習方略の指導を経ることで、一律の宿題から脱却し、家庭学習

の内容を児童生徒が自律的に決定できるような段階的な指導を行い、学びを広げ深めていく

視点を重視すること。 

 

なお、好きなこと・得意なことのみならず、苦手なこと・不得意なことにも学習の自己調整

等が効果的であることに留意する必要がある。 

 

源 流 
第３４０号　　教育長　　儘田　文雄 

反・前例主義　－誰もやらなかったことに挑戦しよう－ 

 

 

 

 

　 

※　私も、前年より一歩も二歩も前進する「課題解決型」の仕事をしたいと、改めて思います。 
 

日本サッカー協会名誉会長　川淵三郎 
 

私は「真似」が好きではありません。同様に、前任者はこうだったという前例、 
ま ね

昔からこうしてきたという慣習やしきたり、これも好みません。 

出典：川淵三郎著「『51 歳の左遷』からすべては始まった」（ＰＨＰ研究所）


